


総務費
31億7,731万円(10.2%)
対前年度6.6%

○用語の説明

皆さんが国に納めたお
金の一部が、地方公共
団体の財政状況などに
応じて配分されます

皆さんが国や県に納め
たお金の一部が特定の
目的を達成するために
交付されます

事業を実施するために、
国や金融機関から借り
入れるお金です

市の施設の利用や証明
書を発行する際にかか
るお金です

各種基金（貯金）を取り
崩してお金を使います

皆さんから笛吹市に納
めていただく税金です

皆さんが国や県に納め
たお金の一部が、地方
譲与税などとして交付
されます

事業にかかる経費の一
部を受益の程度に応じ
て利用者に負担してい
ただいているお金です

○用語の説明

平
成
29
年
度  

一
般
会
計
予
算  

3
1
1
億
1
3
4
3
万
円
（
前
年
度
比
6
・
4
%
減
）

特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算 

笛吹市は今年、
どんなことに
お金を使うの？

2.9％↑
0.1%↓
7.8%↑
3.2%↑
1.1%↑
1.3%↓
1.4%↓

―
0.5%↓
0.8%↓
2.7%↓
19.5%↑
0.2％↑

　特
別
会
計
や
企
業
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う

場
合
に
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
を
行
う
会
計
で

す
。

地方交付税
87億7,740万円(28.2%)
対前年度3.2%

民生費
108億6,105万円(34.9%)
対前年度2.1%

土木費
44億6,428万円(14.4%)
対前年度13.0%

公債費
45億1,278万円(14.5%)
対前年度0.4%

商工費
3億7,422万円
対前年度16.7%

議会費
2億1,856万円
対前年度0.1%

諸支出金
1億3,026万円
対前年度2.5%

予備費
3,000万円
対前年度0.0%

労働費
1,332万円
対前年度0.0%

災害復旧費
5万円
対前年度0.0%

農林水産業費
13億6,730万円(4.4%)
対前年度0.2%

消防費
17億4,577万円(5.6%)
対前年度42.4%

衛生費
19億333万円(6.1%)
対前年度47.9%

教育費
23億1,520万円(7.4%)
対前年度10.2%

※その他
7億6,641万円(2.5%)
対前年度16.8%

市　税
82億4,556万円(26.5%)
対前年度0.3%

市　債
37億4,600万円(12.0%)
対前年度14.8%

国庫支出金
38億7,904万円(12.5%)
対前年度4.3%

県支出金
18億1,838万円(5.8%)
対前年度15.2%

その他
10億9,639万円(3.6%)
対前年度4.6%

繰入金
18億798万円(5.8%)
対前年度2.7%

地方消費税交付金
11億5,430万円(3.7%)
対前年度12.9%

分担金および負担金
5億8,838万円(1.9%)
対前年度44.0%

歳入総額
311億1,343万円

特別会計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計 
介護サービス特別会計
後期高齢者医療特別会計 
農業集落排水特別会計
簡易水道特別会計 
笛吹市境川観光交流センター
財産区

企業会計
水道事業 
春日居地区温泉給湯事業 
公共下水道事業

183億8,825万円
104億7,218万円
63億3,574万円

1,899万円
14億1,033万円

4,361万円
1,494万円
4,669万円
4,577万円

66億9,677万円
28億1,387万円

8,579万円
37億9,712万円

会計区分 29年度予算額 対前年度

■歳出（性質別）
　＊経費を人件費や物件費などの性質によって分類

人件費
議員や委員の報酬、
職員の給与や諸手
当に使われる費用

物件費　消費的性
格を持つ市の経費
に使う費用(賃金・
旅費・需用費など)

補助費
各種団体に交付さ
れる補助金、負担
金などに使う費用

普通建設補助
国から補助を受け
て実施する道路や
学校などの施設建
設に使う費用

普通建設単独
市独自の財源で実
施する建設事業に
かかる費用

災害復旧費
災害復旧にかかる
費用

公債費　市の借金
の返済に使う費用

その他
その他費用

繰出金
一般会計から特別
会計へ基準に基づ
き繰り出す費用

扶助費
社会福祉や高齢者・
児童福祉などに使わ
れる福祉的な経費

区　分

消
費
的
経
費

そ
の
他

投
資
的
経
費

24.7%
(22.1.%↓)

予算額

77億
67万円

46億
2,401万円

46億
855万円

58億
4,887万円

41億
178万円

191億
8,321万円

15億
9,169万円

26億
3,781万円

5万円

42億
2,955万円

26億
5,958万円

45億
1,278万円
5億
2,831万円

構成比
(対前年度)

14.9%
(1.4%↓)

14.8%
(3.6%↓)

18.8%
(0.4%↓)

13.2%
(26.0%↓)

61.7%
(31.4%↓)

5.1%
(31.8%↓)

8.5%
(14.3%↑)

0.0%
(0.0%→)

13.6%
(17.5%↓)

8.5%
(1.7%↑)

14.5%
(0.4%↓)
1.7%
(6.2%↓)

※経費を福祉や教育などの行政
サービスの目的ごとに分類

歳出総額
311億1,343万円

※その他の内訳

福祉や児童などに使われる経費
道路や公園、駅周辺整備などに使われる経費
市の借金の返済に使う費用
市庁舎管理、人件費、選挙などに使われる経費
ごみ処理、環境、保健衛生などに使われる経費
小・中学校、生涯学習などに使われる経費
農業の活性化などに使われる経費
消防活動などに使われる経費
中小企業の支援や観光などに使われる経費
議会の運営に使われる経費

民 生 費
土 木 費
公 債 費
総 務 費
衛 生 費
教 育 費
農林水産業費
消 防 費
商 工 費
議 会 費

依
存
財
源

自
主
財
源

198億3,322万円（63.7%）

112億8,021万円（36.3％）

地　方
交付税

市　債

国　県
支出金

その他
税・交付金

市　税

分担金
および
負担金

繰入金

使用料
および
手数料等

　平成29年度の一般会計予算総額は、311
億1,343万円。前年度と比べて、21億1,557
万円（6.4%）の減額となりました。
　皆さんに納めていただいている税金など
がどのように使われているのかをお知らせ
します。

今年度予算の特徴
　平成29年度は、住みたくなる街・住んで良かった街  ～ハートフルタウン笛吹～  構想実現に向けての初年度
になります。「幸せ実感」「新たな農業」「観光再生」の3つのまちづくりの柱を基に、25事業を重点的に取り組
んでいきます。
　徹底した行財政改革に視点をおき、選択と集中を基本においた予算編成を行いました。その結果、一般会
計予算においては、前年度から21億1,557万円少ない総額311億1,343万円の当初予算を組むこととなり、過
去5年間と比較して、最もスリムな予算編成となりました。

23億1,520万円(7.4%)23億1,520万円(7.4%)23億1,520万円(7.4%)
対前年度10.2%

対前年度44.0%

31億7,731万円(10.2%)

17億4,577万円(5.6%)
※その他

歳出（目的別） 歳　入
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育
て
」「
地
域
づ
く
り
」「
学

び
・
育
ち
」「
安
心
・
安
全
」

に
つ
い
て
の
施
策
を
進
め
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
心
穏
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

「
子

重　　点　　事　　業重　　点　　事　　業

【
子
育
て
支
援
の
充
実
】

利
用
者
支
援
事
業

　新
規

（
子
育
て
支
援
課
）

…
…
1
2
3
5
万
円

　市
民
の
方
が
使
い
や
す
い
子
育
て
相

談
窓
口
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
子
育

て
支
援
課
内
に
設
置
し
て
あ
る
「
家
庭

児
童
相
談
室
」
に
、
社
会
福
祉
士
な
ど

の
専
門
資
格
を
持
っ
た
専
門
相
談
員
を

配
置
し
ま
す
。

子
育
て
情
報
ク
ラ
ウ
ド
化

推
進
事
業

　

（
健
康
づ
く
り
課
・
子
育
て
支
援
課
）

…
…
7
5
万
円

　子
育
て
支
援
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
「
子
育
て
広
場
」
を
開
設
し
、

お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
、
行
政
や
子
育
て
支
援
団
体

の
情
報
を
取
得
し
た
り
、
電
子
母
子
健

康
手
帳
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
シ

ス
テ
ム
の
提
供
で
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業

（
子
育
て
支
援
課
）

…
…
7
8
0
万
円

　育
児
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
と
、

育
児
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
方
が
会
員

登
録
を
し
て
、
互
い
に
助
け
合
い
な
が

ら
子
育
て
の
支
援
活
動
を
行
う
事
業
で

す
。
生
後
2
カ
月
か
ら
小
学
校
6
年
生

ま
で
の
子
育
て
を
手
助
け
し
ま
す
。

施
設
型
給
付
費
等
事
業

　拡
充

（
子
育
て
支
援
課
）

…
…
1
0
億
3
9
9
3
万
円

　私
立
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど

に
対
し
、
安
定
し
た
運
営
を
図
り
継
続

し
て
質
の
高
い
保
育
が
実
施
で
き
る
よ

う
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
学
び
の
環
境
の
充
実
】

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

 

拡
充 

（
学
校
教
育
課
）…

…
1
億
1
5
0
0
万
円

　石
和
地
区
5
小
学
校
の
給
食
施
設
老

朽
化
に
伴
い
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
施
設
の
統
合
に
よ
る

経
費
削
減
、
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
、
学

校
給
食
提
供
の
安
定
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

俳
句
の
里
づ
く
り
推
進
事
業

（
生
涯
学
習
課
）

…
…
8
2
3
万
円

　全
国
の
小
学
生
・
中
学
生
を
対
象
に

第
21
回
と
な
る
「
俳
句
の
里
」
山
梨
県

笛
吹
市
全
国
小
学
生
･
中
学
生
俳
句
会

や
俳
句
教
室
、
俳
句
出
前
授
業
等
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
飯
田
蛇
笏
･
龍
太

両
先
生
が
生
涯
活
動
の
場
と
し
た
山
廬

お
よ
び
周
辺
の
整
備
事
業
を
支
援
し
ま

す
。

【
地
域
づ
く
り
の
促
進
】

境
川
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
寺
尾

の
湯
）
運
営
事
業

　新
規

（
環
境
推
進
課
）

…
…
4
6
6
9
万
円

　境
川
町
寺
尾
地
内
の
ご
み
処
理
施
設

の
建
設
に
伴
い
、
温
泉
施
設
を
併
設
し

た
交
流
セ
ン
タ
ー
と
緑
地
を
整
備
し
ま

し
た
。
平
成
29
年
4
月
か
ら
新
た
な
地

域
間
交
流
の
拠
点
と
し
て
運
営
を
行
い

ま
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
促
進
推
奨

事
業

　新
規

（
経
営
企
画
課
）

…
…
1
9
0
万
円

　人
口
減
少
を
抑
制
し
、
移
住
・
定
住

を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
市
の
産
業
の
活

性
化
お
よ
び
雇
用
の
確
保
な
ど
を
図
る

た
め
、
市
内
に
新
た
な
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
開
設
を
促
進
す
る
制
度
を
新

設
し
、
市
の
人
口
増
に
取
り
組
み
ま
す
。

医
療
・
介
護
連
携
情
報
ク
ラ
ウ
ド

事
業

　

（
長
寿
介
護
課
）

…
…
7
5
万
円

　地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目

指
し
、
在
宅
医
療
や
居
宅
介
護
に
関
係

す
る
多
職
種
が
情
報
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ

ス
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
、
安
心
し

て
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

  

拡
充

（
長
寿
介
護
課
）

…
…
6
6
2
4
万
円

　平
成
30
年
度
に
高
齢
者
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
市
内
3
カ
所
に
拡
充
し
、

介
護
な
ど
の
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
医
療
機
関
・
介
護
事
業
所
に
つ

な
ぎ
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、
新
設
を

予
定
し
て
い
る
南
部
お
よ
び
東
部
の
セ

ン
タ
ー
の
開
設
準
備
を
行
い
ま
す
。

【
安
心
・
安
全
の
確
保
】

備
蓄
品
整
備
事
業

　拡
充

（
防
災
危
機
管
理
課
）

…
…
7
6
6
万
円

　さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
備
え
、
備
蓄
品

の
整
備
を
行
い
ま
す
。
本
年
度
は
食
糧
、

災
害
用
ト
イ
レ
、
飲
料
水
の
備
蓄
、
指

定
避
難
所
の
防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置
を

行
い
ま
す
。

消
防
出
張
所
庁
舎
整
備
事
業

　

 

拡
充

（
消
防
本
部

　管
理
課
）

…
…
5
億
6
7
0
5
万
円

　現
在
の
出
張
所
の
老
朽
化
に
伴
い
、

市
内
の
東
部
（
一
宮
町
新
巻
地
内
）
と

西
部
（
境
川
町
石
橋
地
内
）
の
2
カ
所

の
用
地
に
、
本
年
度
出
張
所
を
整
備
し

ま
す
。

防
犯
灯
設
置
維
持
管
理
事
業

 

拡
充

（
市
民
活
動
支
援
課
）…

…
2
3
2
7
万
円

　行
政
区
管
理
分
の
防
犯
灯
に
つ
い
て
、

電
気
料
金
節
減
等
を
目
的
に
、
現
状
の

蛍
光
灯
照
明
か
ら
L
E
D
照
明
器
具
更

新
を
推
進
し
、
申
請
に
基
づ
き
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

（
補
助
…
工
事
費
の
1
／
2
、
上
限
：
器

具
1
基
当
た
り
1
万
円
） 【
H
28
年
度
か

ら
の
継
続
事
業
】

水
防
倉
庫
内
部

境
川
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
寺
尾
の
湯
）

平
成
28
年
12
月
に
開
催
し
た
小
学
生
・
中
学
生
俳

句
会
表
彰
式

さ
ん
ろ

「ハートフルタウン・笛吹」
の実現に向け3つの柱に
基づき説明します

１ 幸せ実感
～心豊かに暮らせる街～
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・
ぶ
ど
う 

日
本
一
の

郷
」
を
支
え
て
き
た
農

家
と
と
も
に
、
新
た
に
参
入
し

て
い
る
農
業
担
い
手
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
長
所
を
活
か
し
、
ブ
ラ

ン
ド
化
さ
れ
た
農
産
物
の
生
産
・

販
売
を
拡
大
し
な
が
ら
、
美
し

い
農
村
景
観
が
保
た
れ
た
実
り

豊
か
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

「
桃域

資
源
を
磨
き
上
げ
観
光

地
と
し
て
の
価
値
を
高
め

な
が
ら
、
人
と
の
つ
な
が
り
・

交
流
を
大
切
に
し
た
、
ゆ
っ
た

り
感
や
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ

て
も
ら
え
る
田
舎
リ
ゾ
ー
ト
、

気
軽
に
繰
り
返
し
訪
れ
た
く
な

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

地

重　　点　　事　　業重　　点　　事　　業

市
営
住
宅
四
日
市
場
団
地
建
替
事
業

  
拡
充

（
管
理
総
務
課
）……

3
億
5
1
5
0
万
円

　老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
石
和
四

日
市
場
、
広
瀬
、
長
塚
団
地
を
1
つ

に
し
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

維
持
す
る
た
め
の
建
替
え
を
進
め
ま

す
。 

平
成
29
年
度
は
、（
新
）石
和
四

日
市
場
団
地
の
建
設
工
事
、
外
構
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

有
料
指
定
ご
み
袋
補
助
事
業  

新
規

（
環
境
推
進
課
）

…
…
8
3
0
万
円

　ご
み
袋
有
料
化
に
伴
う
原
資
を
も

と
に
、
ご
み
の
減
量
化
を
促
進
す
る

た
め
、
資
源
ご
み
奨
励
金
制
度
の
拡

充
や
不
法
投
棄
防
止
対
策
と
し
て
ご

み
置
き
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
新
生
児
や
在
宅
介
護
者

等
オ
ム
ツ
を
必
要
と
す
る
家
庭
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
ご
み
袋
を
無
料

配
布
し
ま
す
。

【
販
売
力
の
向
上
】

 

世
界
農
業
遺
産
登
録
事
業

（
農
林
振
興
課
）

…
…
2
0
0
万
円

　峡
東
地
域
（
笛
吹
市
・
山
梨
市
・

甲
州
市
）
の
四
季
を
通
じ
た
果
樹
農

業
が
日
本
農
業
遺
産
へ
認
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
活

か
す
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
世
界
農
業
遺
産
登
録
再
申
請
に

つ
い
て
も
検
討
を
行
い
ま
す
。

【
そ
の
他
主
要
事
業
】

農
産
物
等
消
費
拡
大
宣
伝
事
業

…
…
6
8
4
万
円

　桃
・
ぶ
ど
う
等
果
樹
お
よ
び
市
産

農
畜
産
物
お
よ
び
そ
の
加
工
品
等
に

つ
い
て
国
内
外
で
消
費
宣
伝
を
行
い
、

市
の
知
名
度
向
上
と
市
産
農
産
物
等

の
販
売
促
進
を
図
り
、
農
業
者
の
所

得
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

「
桃
・
ぶ
ど
う
日
本
一
の
郷
」
の
ブ
ラ

ン
ド
向
上
に
も
つ
な
げ
ま
す
。

【
生
産
力
の
確
保
】

農
業
用
機
械
補
助
事
業

　拡
充

（
農
林
振
興
課
）

…
…
1
2
4
0
万
円

　認
定
農
業
者
、
新
規
就
農
者
に
対

し
農
作
業
の
効
率
化
お
よ
び
機
械
化

を
推
進
・
支
援
す
る
た
め
に
、
農
作

業
に
必
要
な
農
業
用
機
械
な
ど
の
購

入
・
リ
ー
ス
経
費
に
つ
い
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

新
規
就
農
者
支
援
事
業

（
農
林
振
興
課
）

…
…
8
4
0
万
円

　30
歳
未
満
の
新
規
就
農
農
業
後
継

者
（
専
従
者
）
に
1
世
帯
あ
た
り
月

額
3
万
円
を
最
大
5
年
間
交
付
し
ま

す
。
45
歳
未
満
の
新
規
就
農
に
よ
る

経
営
者
で
、
I
タ
ー
ン
の
場
合
は
1

世
帯
あ
た
り
年
額
1
0
0
万
円
、
U

タ
ー
ン
の
場
合
は
1
世
帯
あ
た
り
年

額
50
万
円
を
2
年
間
交
付
し
ま
す
。

【
温
泉
郷
】

海
外
誘
客
促
進
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

推
進
事
業
（
観
光
宣
伝
事
業
費
）

（
観
光
商
工
課
）

…
…
4
5
0
万
円

　外
国
人
観
光
客
へ
の
接
客
マ
ナ
ー

研
修
な
ど
受
入
れ
態
勢
の
強
化
や
、

S
N
S
活
用
に
よ
る
海
外
へ
の
情
報

発
信
に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、
海
外
旅
行
会
社
に
直
接
本

市
の
魅
力
を
伝
え
、
旅
行
商
品
の
企

画
造
成
お
よ
び
送
客
を
働
き
か
け
ま

す
。

石
和
温
泉
街
周
辺
活
性
化
事
業

 

新
規

（
観
光
商
工
課
）

…
…
1
8
0
0
万
円

　さ
く
ら
温
泉
通
り
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
を
計
画
的
に
改
植
し
、
観
光
名
所

の
維
持
更
新
を
図
る
と
と
も
に
、
駅

前
や
さ
く
ら
温
泉
通
り
を
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
演
出
で
温
泉
街

の
賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

「ハートフルタウン・笛吹」
の実現に向け3つの柱に
基づき説明します

2 新たな農業
～実り豊かなブランド農業～

「ハートフルタウン・笛吹」
の実現に向け3つの柱に
基づき説明します

３ 観光再生
～また訪れたくなる街～
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「
日
本
一
桃
源
郷

　笛
吹
市
」
の
風
景

平
成
29
年
1
月
市
長
室
で
行
わ
れ
た

海
外
の
旅
行
会
社
と
の
商
談

　
　
　

太
田
市
場
で
行
っ
た
消
費
宣
伝

平
成
28
年
12
月
か
ら
29
年
2
月
ま
で
実
施
し
た
駅

前
や
さ
く
ら
温
泉
通
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン



重　　点　　事　　業

【
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
】

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

事
前
合
宿
等
誘
致
事
業   

新
規

（
生
涯
学
習
課
）

…
…
5
0
0
万
円

　
タ
イ
王
国
の
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
協
会
の
事
前
合
宿
誘
致
に
向
け

訪
問
団
の
受
け
入
れ
態
勢
の
構
築
を

行
い
、
将
来
的
に
は
東
南
ア
ジ
ア
圏

内
か
ら
の
観
光
客
誘
致
、
市
内
児
童

生
徒
と
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
、
メ
ダ
リ

ス
ト
と
の
交
流
に
つ
な
げ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
I
C
周
辺
道
路
整
備
事
業

 

拡
充

（
土
木
課
）…

…
3
億
1
0
9
0
万
円

   【
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
】

N
T
T
用
地
活
用
検
討
事
業  

新
規

（
経
営
企
画
課
）

…
…
0
円

　
笛
吹
市
の
玄
関
で
あ
る
石
和
温
泉

駅
に
近
接
し
、
主
要
な
温
泉
街
へ
の

ル
ー
ト
上
に
あ
る
2
・
5
ha
の
Ｎ
Ｔ

Ｔ
用
地
を
、
将
来
の
笛
吹
市
に
と
っ

て
観
光
拠
点
・
市
民
の
憩
い
の
場
・

道
路
整
備
・
駐
車
場
な
ど
、
有
効
な

土
地
活
用
策
を
多
く
の
意
見
を
い
た

だ
く
中
で
検
討
し
、
実
現
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

企
業
立
地
推
進
事
業   

拡
充

（
観
光
商
工
課
）…

…
6
0
0
0
万
円

　
工
場
誘
致
条
例
に
基
く
奨
励
金
お

よ
び
笛
吹
市
企
業
立
地
促
進
事
業
に

よ
る
助
成
金
な
ど
に
よ
り
、
企
業
誘

致
と
雇
用
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

包
括
的
連
携
推
進
事
業   

新
規

（
経
営
企
画
課
）

…
…
1
0
0
万
円

　
市
と
笛
吹
高
校
が
締
結
す
る
包
括

的
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
官
学
が
連

携
し
た
地
域
産
業
の
振
興
や
地
域
を

担
う
人
材
、
農
業
後
継
者
の
育
成
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

【
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
】

消
費
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業   

新
規

（
市
民
活
動
支
援
課
）……

4
1
6
万
円

　
消
費
者
を
対
象
と
し
て
、
相
談
お

よ
び
救
済
が
受
け
ら
れ
、
安
全
・
安

心
が
担
保
さ
れ
る
消
費
生
活
相
談
の

体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
消
費
生
活
相

談
員
を
配
置
し
ま
す
。

【
快
適
な
生
活
基
盤
の
整
備
】

労
報
橋
お
よ
び
周
辺
道
路
整
備

事
業

（
土
木
課
）…

…
1
億
1
1
0
0
万
円

　
市
内
の
幹
線
道
路
網
を
整
備
し
、

市
民
の
交
通
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
、
石
和
町
松
本
地
内
の
労
報
橋
の

架
替
と
道
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

富
士
見
地
区
道
路
冠
水
対
策
事
業

（
土
木
課
）…

…
1
億
6
2
0
0
万
円

　
道
路
冠
水
の
常
習
地
区
で
あ
る
石

和
町
富
士
見
地
区
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
安
全
性
・
信
頼
性
を
確
保
す

る
た
め
、
平
成
28
年
度
予
算
と
合
わ

せ
て
渋
川
排
水
機
場
ポ
ン
プ
2
基
の

取
替
え
工
事
を
行
い
ま
す
。

平
成
29
年
4
月
12
日
に
行
わ
れ
た
連
携
協
定
調
印
式

平
成
29
年
2
月
タ
イ
で
行
わ
れ
た
協
定
式

「ハートフルタウン・
笛吹」の実現に向け
3つの柱を支える
その他重点事業
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